
福祉サービス第三者評価結果（総括表） 
 

①第三者評価機関名 

特定非営利活動法人群馬社会福祉評価機構 

 

②施設・事業所情報 

名称：高崎保育所（ひばり保育園） 種別：保育所 

代表者氏名：松本 重雄 定員（利用人数）：   ６０名 

所在地：高崎市東町２５３番地 

TEL：０２７－３２２－６１０９ ホームページ：hibari-ho＠kousaikai.or.jp 

【施設・事業所の概要】 

開設年月日：昭和３０年３月 1日 

経営法人・設置法人（法人名等）：公益財団法人 鉄道弘済会 

職員数 常勤職員：    ２２名 非常勤職員：       名 

専門職員 （専門職の名称）   名 管理栄養士       ３名 

 保育士      １６名 調理師         １名 

 幼稚園教諭    １３名  

施設・設備の

概要 

（居室数） （設備等） 

乳児室 1室・1～2歳児室、ほふく室

1室・保育室 2室・遊戯室1室・園庭 
冷暖房あり 

 

③理念・基本方針 

◇保育理念 

 一人ひとりの子どもを大切にし、保護者や地域社会から信頼され、選ばれる保育所を目指す。 

 

◇保育指針 

 ・家庭的な雰囲気の中で、一人ひとりを大切にし、人間性豊かな子どもを育てる保育 

 ・健康や安全に必要な生活習慣が身につく保育 

 ・様々な遊びや体験を通し、創造力・自主性・社会性が育つ保育 

 ・季節感や行事食を取り入れ、心身共に健全な発育を促し、望ましい食習慣を身につける保育 

 ・保護者や地域社会との連携を図り、信頼され安心して子育てができる保育 

 

◇保育目標 

 ・思いやりと感謝する心を持った子ども 

 ・基本的な生活習慣が身についた子ども 

 ・創造力と自主性を持った子ども 

 ・好き嫌いなく何でも食べられる子ども 



  - 

④施設・事業所の特徴的な取組 

『たて割り保育』  近年の核家族化、少子化の中で失われつつある異年齢の集団生活を体験する事

が出来ます。遊びの面では、同年齢での遊びが好きな子、大きい子を真似たい子、小さい子の世話を

したり、一緒に遊ぶのを好む子が、自分の目的にあった友達づくりをし、時には喧嘩をしながら、遊

び合い相談し合う事で、豊かな人間関係を作り上げていきます。  生活習慣の面でも、年少の時に先

生や年長児から園での生活の仕方（例えば、通園かばんの整理、衣服の着脱、手洗い、トイレの使い

方、食事の仕方）等を習得すると、年長児の頃には、保育士に代わってお兄さん、お姉さんの立場から

下の子の面倒を見てあげられるようになります。また、兄弟のいない子、末っ子、一番上の子など、違

った立場で育った子ども同士が、かばい合い、面倒見合う事を知り、気持ちの良い友達関係を作って

います。 

 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

令和５年１０月２３日（契約日）～ 

令和６年６月２０日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）    ５回（平成３０年度） 平成３１年２月１９日～２０日 

 

⑥総評 

◇特に評価の高い点 

・法人本部の定める人事基準をもとに、自己申告書提示を受け、園長による個人面談を行い労働条件 

の整備に努めている。 

・法人による研修体系が確立されており、それに基づく個別の教育・研修の機会が確保されている。 

・保育の実施状況の記録については、ＰＣソフトを導入しているが、入力された記録については、定 

型的な内容ではなく、園児の発言内容をそのまま引用し個性が分かるようにするなど、読み手にも伝 

わりやすくする工夫がされており、また、記録はＰＣソフト上で系統的に管理され、情報共有に役立 

てられている。 

・子どもが気持ちよく園内で過ごせるよう、建物内の清掃は行き届き清潔に保たれ、園庭の整備も充 

実している。 

 

◇改善に向けて取り組んでいる点 

・職員ヒヤリングやストレスチェックを実施し、福利厚生事業を充実させることにより働きやすい職 

場づくりに取り組んでいる。 

・目標の取り組みにおける自己申告書や園長による個別面談により人材育成に取り組んでいる。 

・ホームページやブログを活用し、保護者に情報が伝わりやすくする取組をしている。 

・標準的な保育に関するマニュアルについて、最新の状態に更新し定期的に見直しすることで、必要 

な指導につなげられるよう取り組んでいる。 

・全体的な保育計画の見直し・ふりかえりを行うことが重要だと考え、定期的な見直しを行うことに 

ついて職員間で検討している。 

 

 



  - 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価の受審にあたり、職員全員が改めて保育を見直す良い機会になりました。日々行ってい

る保育ではありますが、業務に追われる中で現状の振り返りや見直す機会が少なくなっていたことも

感じました。今回、評価していただいた点は継続して行うとともに、問題点や課題については職員全

員で必要な改善を行っていきたいと思います 

これからも一人ひとりの子どもを大切にし、保護者の皆さまや地域の皆さまに信頼される保育園を

目指し、質の高い保育を提供できるよう日々努力してまいります。 

 

 

⑧評価細目の第三者評価結果 

別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 

 


